
	
 

平成 25年度	
 岐阜工業高等専門学校シラバス	
 	
  
教科目名 技術英語 担当教員 高津正吉（非常勤） 
学年学科 ３年	
 電気情報工学科 後期 必修 １単位  
学習・教育目標	
 （Ｃ‐２））1００％	
  
授業の目標と期待される効果：  
グローバルにビジネスが展開されている中

で、技術者は諸外国の仲間と意見交換や技術情

報を受信・発信する機会が益々増えてきていま

す。これらビジネスシーンでのコミュニケーシ

ョン手段はほとんどが「英語」です。本教科で

は、意志疎通のツールとして英語が使えるよ

う、より実践的な英語を学習します。	
 

１）	
 聴く力、会話力の向上	
 

相手の話している事を「聴いて」自分の考え	
 	
 	
 

や意志を「言葉で」伝える。	
 

２）	
 読解力、記述力の向上	
 

ビジネスレターや技術情報を「読んで」それ	
 

に対する自分の考えを「書いて」発信する。	
 

	
 

成績評価の方法：   
中間試験１００点＋期末試験１００点＋宿題６０点（１０点＊６回）
とし，総得点率（％）によって成績を評価する。	
 
 
達成度評価の基準：	
 	
 
１）「学術用語」や「ビジネス用語」を使って自分の考えを表現す

る能力が向上したか。	
 

【①相手の話している事を聴き取る】→【②自分の考えを「日本	
 

語」で考える】→【③自分の意志を自分の「英語」で伝える】	
 

を繰り返えす事ができる。	
 

２）「学術用語」や「ビジネス用語」が入ったメールや技術文書を

読んで大意を把握し、それに対して自分の意見を言う事ができる。

また、それらをレポートやメールに記述する能力が向上したか。	
 

授業の進め方とアドバイス：「９０分」を３セクションに分けて進めます。 
①宿題の発表とポイント解説	
 	
 約２０分	
 	
 

②ビジネスシーンを想定した“聴く”と“話す”／技術文の“読解”と“書く”演習	
 	
 約６０分	
 

③課題（宿題）の提示とその解説	
 	
 約１０分 
教科書および参考書：「プリント」を使用する。 
参考書・・・実践ビジネス英会話（大島さくら子／スティーブ・バーンスティン	
 ベレ出版	
 2009年7月）	
 

英文Ｅメール文例集ハンドブック（倉骨彰、トラピス･Ｔ･クラホネ	
 日本経済新聞出版社	
 2009年10月30	
 日）	
 

日本人の英語（マークピータセン	
 岩波書店	
 2009 年 9 月 25 日） 
授業の概要と予定：後期	
  

第	
 １回：「技術英語」とは？	
 授業の進め方と成績評価の方法解説、参考文献紹介他	
 

第	
 ２回：文法の復習	
 その①（５文型の構造復習、主部と述部の復習。技術表現①序数・少数・分数の読み方他）	
 

第	
 ３回：文法の復習	
 その②（不定詞、関係詞他の復習。	
 技術表現②三角関数・指数・微分・積分式の読み方他）	
 

第	
 ４回：聴く＆話す（ビジネス模擬シーン	
 職場で①。	
 技術表現③数式他の読み方）	
 

第	
 ５回：聴く＆話す（ビジネス模擬シーン	
 職場で②。	
 技術表現④物理単位を使った文）	
 

第	
 ６回：聴く＆話す（ビジネス模擬シーン	
 職場で③。	
 技術表現⑤工学単位を使った文）	
 

第	
 ７回：聴く＆話す（ビジネス模擬シーン	
 職場で④）	
 

第	
 ８回：中間試験	
 	
 	
 

第	
 ９回：聴く＆話す（ビジネス模擬シーン	
 職場で⑤）	
 

第１０回：聴く＆話す（ビジネス模擬シーン	
 身近な話題で立ち話。	
 	
 	
 	
 技術表現⑥工学単位を使った文）	
 

第１１回：読む＆書く（ビジネスｅメールの構造を理解し、読む、書く。	
 技術表現⑦工学単位を使った文）	
 

第１２回：読む＆書く（ビジネスレターの構造を理解し、読む、書く。	
 	
 	
 技術表現⑧工学単位を使った文）	
 

第１３回：読む＆書く（技術情報・技術ジャーナルの読解	
 その①。	
 	
 	
 	
 	
 技術表現⑨誤差・精度を表す文）	
 

第１４回：読む＆書く（技術情報・技術ジャーナルの読解	
 その②）	
 

第１５回：読む＆書く（新聞・雑誌記事の読解）	
 

期末試験 

第１６回：フォローアップ	
  

	
 
 

	
 
 


